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永年のご功績をたたえて
11月は児童虐待防止推進月間です
22年度 一般会計決算

中戸次



大
分
市
文
化
の
日
表
彰

永
年
の
ご
功
績
を
た
た
え
て

11
月
3
日
は「
文
化
の
日
」

市
で
は
、永
年
に
わ
た
り
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、地
方
自
治
、教
育
・
文
化
、産
業
、社
会
福
祉
、保
健
衛
生
の
各
部
門
で
ご
功
績
の
あ
っ
た
15
名
の
方
々
を
表
彰
し
ま
す
。（
順
不
同
）
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お
問
い
合
わ
せ
　
市
長
室
　
☎
5
3
7
・
5
6
0
0

　

永
年
に
わ
た
り
、大
分
市
情
報

公
開
懇
話
会
会
長
と
し
て
本
市

の
情
報
公
開
制
度
の
確
立
に
尽

力
さ
れ
る
と
と
も
に
、大
分
市
国

際
化
推
進
計
画
策
定
委
員
会
委

員
長
を
は
じ
め
各
種
要
職
を
歴

任
さ
れ
、本
市
の
自
治
並
び
に
文

化
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治

　

永
年
に
わ
た
り
、保
護
司
と
し

て
更
生
保
護
活
動
に
務
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、社
会
福
祉
の
増
進
に

尽
力
さ
れ
、本
市
の
心
豊
か
な
地

域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

豐
岡  

光
闡
氏（
木
佐
上
）

嶋
津  

義
久
氏（
中
島
西
）

野
田  

征
生
氏（
田
尻
）

神
﨑  

康
司
氏（
青
葉
台
）

社
会
福
祉

　

永
年
に
わ
た
り
、学
校
保
健
の

向
上
並
び
に
地
域
医
療
の
充
実
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、大
分
市

教
育
委
員
長
を
は
じ
め
各
種
要

職
を
歴
任
さ
れ
、本
市
の
保
健
衛

生
の
向
上
発
展
並
び
に
教
育
文

化
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
在  

淳
空
氏（
大
在
中
央
）

　

永
年
に
わ
た
り
、人
権
擁
護
委

員
を
は
じ
め
各
種
要
職
に
精
励

さ
れ
る
と
と
も
に
、人
権
の
擁
護

並
び
に
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

に
尽
力
さ
れ
、本
市
の
心
豊
か
な

地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

岡
本  

康
子
氏（
高
尾
台
）

後
　  

ヱ
ミ
子
氏（
勢
家
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
、民
生
委
員
児

童
委
員
を
は
じ
め
各
種
要
職
に

精
励
さ
れ
る
と
と
も
に
、社
会
福

祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
、本
市
の

心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、民
生
委
員
児

童
委
員
を
は
じ
め
各
種
要
職
に

精
励
さ
れ
る
と
と
も
に
、社
会
福

祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
、本
市
の

心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

滋
野  

法
男
氏（
上
戸
次
）

　

永
年
に
わ
た
り
、大
分
市
農
協

産
地
直
送
販
売
部
会
長
な
ど
の

要
職
に
あ
っ
て
、安
心
安
全
な
農

産
物
の
供
給
体
制
の
整
備
充
実

に
尽
力
さ
れ
、本
市
の
産
業
振
興

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤  

泰
副
氏（
松
岡
）

　

永
年
に
わ
た
り
、農
業
委
員
を

は
じ
め
各
種
要
職
に
精
励
さ
れ
る

と
と
も
に
、農
地
の
保
全
並
び
に

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
充
実
に

尽
力
さ
れ
、本
市
の
産
業
振
興
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生

産
業

社
会
福
祉

川
上  

絹
枝
氏（
新
川
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
、民
生
委
員
児

童
委
員
を
は
じ
め
各
種
要
職
に

精
励
さ
れ
る
と
と
も
に
、社
会
福

祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
、本
市
の

心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉

社
会
福
祉

社
会
福
祉

産
業

　

永
年
に
わ
た
り
、学
校
保
健
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、

市
民
の
健
康
増
進
並
び
に
地
域

医
療
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
、本
市

の
保
健
衛
生
の
向
上
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生

　

永
年
に
わ
た
り
、学
校
保
健
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、

市
民
の
健
康
増
進
並
び
に
地
域

医
療
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
、本
市

の
保
健
衛
生
の
向
上
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生

五
十
嵐  

副
夫
氏（
光
吉
台
）

　

永
年
に
わ
た
り
、自
治
委
員

を
は
じ
め
各
種
要
職
に
精
励
さ

れ
る
と
と
も
に
、地
区
住
民
の

自
治
活
動
の
指
導
育
成
に
尽
力

さ
れ
、本
市
の
自
治
振
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治

田
中  

拓
治
氏（
鴛
野
）

　

永
年
に
わ
た
り
、自
治
委
員

を
は
じ
め
各
種
要
職
に
精
励
さ

れ
る
と
と
も
に
、地
区
住
民
の

自
治
活
動
の
指
導
育
成
に
尽
力

さ
れ
、本
市
の
自
治
振
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治

中
山  
二
郎
氏（
荏
隈
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
、自
治
委
員

を
は
じ
め
各
種
要
職
に
精
励
さ

れ
る
と
と
も
に
、地
区
住
民
の

自
治
活
動
の
指
導
育
成
に
尽
力

さ
れ
、本
市
の
自
治
振
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治

岩
崎  

義
人
氏（
三
佐
）

　

永
年
に
わ
た
り
、大
分
市
社
会

教
育
委
員
を
は
じ
め
各
種
要
職

に
精
励
さ
れ
る
と
と
も
に
、地
域

婦
人
学
級
会
長
と
し
て
女
性
の

地
位
向
上
に
尽
力
さ
れ
、本
市
の

教
育
文
化
の
振
興
並
び
に
心
豊

か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
・
文
化

森
山  

禎
子
氏（
宗
方
台
西
）



　

虐
待
を
早
期
発
見
す
る
に
は
、市
や
保

育
所
、幼
稚
園
、学
校
な
ど
関
係
機
関
の

ほ
か
、地
域
に
住
む
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
が
不
可
欠
で
す
。虐
待
は
、疑
い
の
段

階
で
行
動
に
移
さ
な
け
れ
ば
防
止
で
き

ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
ひ
ど
い
泣
き
声
や
親
の
怒

鳴
り
声
が
頻
繁
に
聞
こ
え
る
、子
ど
も
の

体
に
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る
、季
節

に
そ
ぐ
わ
な
い
衣
服
・
汚
れ
た
衣
服
を
よ

く
着
て
い
る
、夜
間
に
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
い
る
な
ど
、気
に
な
る
子
ど
も
の
姿
を

見
掛
け
た
と
き
や「
虐
待
を
受
け
て
い
る

の
で
は…

」と
少
し
で
も
感
じ
た
ら
、す

ぐ
に
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
や
県

中
央
児
童
相
談
所
、最
寄
り
の
警
察
署
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
で
親
子
を
見
守
る
こ
と
で
、虐
待

は
き
っ
と
減
ら
せ
ま
す
。子
育
て
に
不
安

を
持
っ
て
い
る
親
が
、安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、ま
ず
は
お
互
い
に
声
を
掛
け

合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
が
児
童
虐
待
防
止
の
第
一
歩
に

な
り
ま
す
。

この喜びをいつまでも。

大分市の虐待相談件数の推移
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西部子ども家庭支援センター
佐藤 和子所長

身
体
的
虐
待

性
的
虐
待

ネ
グ
レ
ク
ト（
育
児
放
棄
）

　通報した人の個人情報は守られます。虐待の
事実がないと分かっても責任を問われることは
ありません。

心
理
的
虐
待

子ども虐待の通報・相談の窓口

子育てに関する相談窓口

 月～金曜日　午前8時30分～午後6時
中央子ども家庭支援センター ☎537-5688
 

 育児相談
月～金曜日　午前8時30分～午後6時
中央子ども家庭支援センター
月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
東部子ども家庭支援センター
西部子ども家庭支援センター
中央保健センター
東部保健福祉センター
西部保健福祉センター
佐賀関保健指導室
野津原保健指導室

☎537-5688

☎527-2140
☎541-1440
☎536-2517
☎527-2143
☎541-1496
☎575-2077
☎588-1880

 

 すこやか育児電話相談
月～金曜日　午前9時～午後4時30分
保健所健康課 ☎537-8181
 

 すくすく子育て電話相談・面接相談
電話相談／月～金曜日　午前8時30分～午後5時
面接相談／月～金曜日　午前10時～午後3時
下郡保育所
新春日町保育所

☎568-4500
☎544-1500

 

 月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
東部子ども家庭支援センター
西部子ども家庭支援センター

☎527-2140
☎541-1440

 休日・夜間
市役所（時間外受付） ☎534-6119

 24時間電話相談受付
県中央児童相談所 ☎544-2016
 警察署または110番
大分中央警察署
大分東警察署
大分南警察署

☎533-2131
☎527-2131
☎542-2131

子どもを
虐待から守るための5ヵ条
「おかしい」と感じたら迷わず通報を
「しつけのつもり…」は言い訳。
子どもの立場で判断
一人で抱え込まない。
あなたにできることから行動を
親の立場より子どもの立場。
子どもの命が最優先
虐待はあなたの周りでも起こりうる。

1
2

3

4

5

殴
る
、蹴
る
、投
げ
落
と
す
、激
し
く
揺
さ
ぶ

る
、や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、お
ぼ
れ
さ
せ
る
、外

に
閉
め
出
す
な
ど

性
的
行
為
の
強
要
、性
器
や
性
交
を
見
せ
る
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

言
葉
に
よ
る
脅
し
、無
視
、兄
弟
間
の
差
別
的

扱
い
、子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
暴
力
を
振

る
う
な
ど

食
事
を
与
え
な
い
、ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、自

動
車
の
中
に
放
置
す
る
、病
院
に
連
れ
て
行
か

な
い
、保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待
を

放
置
す
る
な
ど

児
童
虐
待
と
は
何
で
し
ょ
う
　

（年度）

なあ な

大分市  naana 検索

子育て関連情報は、市子育て支援サイトnaanaで

　

近
年
、子
育
て
の
つ
ら
さ
か
ら
、わ
が
子

を
殴
り
、食
事
を
与
え
な
い
な
ど
と
い
っ
た

痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
「
育
児
に
疲
れ
て
何
も
す
る
気
に
な
ら
な

い
」「
子
育
て
の
悩
み
を
誰
に
も
相
談
で
き

な
い
」。こ
れ
は
、子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
一
例
で
す
。こ

う
し
た
悩
み
を
持
つ
こ
と
は
、親
で
あ
れ
ば

決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

不
安
や
イ
ラ
イ
ラ
が
募
り
、そ
れ
が
積
み

重
な
っ
て
虐
待
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る

の
で
す
。

　

一
昔
前
で
あ
れ
ば
、こ
の
不
安
や
悩
み
も

祖
父
母
や
隣
近
所
の
人
た
ち
に
相
談
し
た

り
、子
育
て
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る

こ
と
で
解
消
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、近
年
、核
家
族
化
が
進
ん
だ
こ

と
な
ど
で
、子
育
て
を
一
人
で
抱
え
込
み
悩

ん
で
い
る
親
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

市
へ
寄
せ
ら
れ
る
子
ど
も
へ
の
虐
待
の

相
談
件
数
も
、年
々
増
加
し
て
お
り
、22
年

度
に
は
６
０
０
件
を
超
え
る
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。

　

親
か
ら
虐
待
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

子
ど
も
の
身
体
に
、そ
し
て
心
に
ま
で
大
き

な
傷
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。小
さ
な
体
で
苦
し
み
に
耐
え
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と
に
、わ
た
し

た
ち
は
目
を
背
け
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

地
域
で
親
子
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
い

199

225

189

12

5

94

123

38

3

128

167

75260件

373件

12

158

224

122

516件

625件
性的虐待
心理的虐待
ネグレクト（育児放棄）
身体的虐待

11月は『児童虐待防止推進月間』です

「元気に生まれてきてくれれば、それだけで…」と願い、迎えた誕生の瞬間。
初めて腕に抱いたときの感動。そして心の底からわき上がる喜び。
わが子の将来に思いをはせ、一緒に過ごす楽しい時間を思い描いていたはずなのに･･･。
子どもの健やかな成長と発達を損なう虐待は、年々増え続け深刻な問題となっています。
11月は、児童虐待防止推進月間です。
子どもを虐待から守るために、わたしたちは何をすればいいのかを考えてみましょう。
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決算に係る健全化判断比率

決算に係る資金不足比率

実質赤字比率

水道事業会計
特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
ー　（11.25） ー　（16.25） 11.3（25.0）

20.0

96.9（350.0）

（単位：％）

（単位：％）

※1.表中「ー」は、該当比率がない（赤字額がない）ことを示しています。
※2.括弧書きは「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく
　　早期健全化基準を示しています。

※1.表中「ー」は、該当比率がない（資金不足がない）ことを示しています。

公共下水道事業会計
公設地方卸売市場事業
特別会計
農業集落排水事業特別会計

大分市の財政は
国の基準と比べて
どうなの？

大分市は
早期健全化基準を
すべてクリア
しています

◉実質赤字比率………
◉連結実質赤字比率…
◉実質公債費比率……

◉将来負担比率………

◉資金不足比率………

一般会計などの赤字額の標準財政規模※に対する比率
すべての会計の赤字額の標準財政規模に対する比率
地方債の償還やこれに準じる支出額の標準財政規模
に対する比率
一般会計などの地方債や将来支払っていく負担額の残
高の標準財政規模に対する比率
公営企業の赤字額の料金収入などの収益に相当する
事業規模に対する比率

※標準財政規模とは、その地方公共団体の標準的な状態で、通常収入が見込まれる
　一般財源の規模を示すもの

【指標の説明】

　23年第3回市議会定例会で、22年度大分市歳入歳出決算および水道事業会計決算、公共下水道事業
会計決算が認定されましたので、その概要についてお知らせします。（数字は概数）

　経営状況、財政状況を明確にし、経営の効率化・健全化を図るた
め、２２年４月１日から、地方公営企業法に基づく企業会計方式を導
入し、今回が初めての決算となっています。

お問い合わせ　財政課　☎537-5607

お問い合わせ　水道局経営管理課　☎538-2404お問い合わせ　下水道経営企画課　☎537-5640

◎
形
式
収
支　

45
億
8
千
万
円

　

1
、6
4
3
億
1
千
万
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歳
入
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1
、5
9
7
億
3
千
万
円（
歳
出
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◎
実
質
収
支　

41
億
2
千
万
円

45
億
8
千
万
円（
形
式
収
支
の
黒
字
）ー

　

4
億
6
千
万
円（
翌
年
度
へ
繰
り
越
す　

　

べ
き
財
源
）

◎
地
方
債
残
高

22
年
度
末
現
在
で
1
、9
2
7
億
3
千

　

万
円

　

市
民
1
人
当
た
り
の
地
方
債
残
高
…
40

　

万
9
千
円

議会費
総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費
公債費

8億6千万円
176億1千万円
★大分市大南・大在・坂ノ市
　市民センター整備事業
★地域まちづくり活性化事業
★大分市オースチン市姉妹都市
　提携20周年記念事業
561億6千万円
★高齢者ワンコインバス事業
★障がい者自立支援費
126億3千万円
★ごみ処理、し尿処理など
★妊婦健診助成事業
★不妊治療費助成事業
2億2千万円
★中高年者の就労支援
★中小企業勤労者福祉の充実
15億6千万円
★農道、林道および漁港整備
★園芸振興総合対策事業
★おおいたのおこめ普及・啓発事業
45億9千万円
★商都復活支援事業
★企業立地推進事業
★中小企業向け金融対策
206億8千万円
★大分駅周辺総合整備事業
★新コミュニティ交通
　（実証実験）事業
★都市公園の整備
★市道などの整備
54億2千万円
★松岡出張所建設事業
★災害復旧復興活動拠点整備事業
★高規格救急自動車の購入
169億1千万円　
★西部共同調理場建設事業
★大在中学校施設整備事業
★小・中学校校舎等耐震化
　推進事業
★大友氏遺跡事業
300万円
230億9千万円

22年度の目的別歳出金額と主な事業

　

市
税
は
、家
屋
の
新
・
増
築
な
ど
に
よ
り

固
定
資
産
税
が
6
億
円
増
加
し
た
も
の

の
、個
人
所
得
の
減
に
よ
り
個
人
市
民
税

が
10
億
9
千
万
円
減
少
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、約
2
億
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、前
年
度
終
了
し
た
定
額
給
付
金

事
業
の
影
響
で
国
庫
支
出
金
が
19
億
2
千

万
円
減
少
し
ま
し
た
が
、地
方
交
付
税
が

16
億
2
千
万
円
増
加
し
た
ほ
か
、県
支
出

金
が
11
億
4
千
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、各
種
公
共

施
設
の
建
設
や
生
活
関
連
の
都
市
基
盤
整

備
な
ど
に
充
て
ら
れ
た
投
資
的
経
費
は
、

2
0
9
億
1
千
万
円
で
歳
出
全
体
の
13
・

1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、人
件
費
、扶
助
費
、公
債
費
を
合

計
し
た
義
務
的
経
費
は
9
5
6
億
2
千
万

円
と
な
り
、歳
出
全
体
の
59
・
9
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

給水人口
給水世帯
普及率
年間給水量
1日最大給水量
1人1日当たりの平均給水量

配水施設整備事業　　　　　　　　　 10億2千万円
大塔など3地区での上水道整備事業や配水管布設工事など
新設管路整備事業　　　　　　　　　　　　　 3億円
太平寺配水池～国道210号配水本管布設工事など
佐賀関地区施設整備事業　　　　　　 13億3千万円
馬場ポンプ所・志生木ポンプ所築造工事など
野津原地区施設整備事業　　　　　　　　　　 2億円
野津原ポンプ所・竹矢ポンプ所築造工事など

41
億
2
千
万
円
の
黒
字
決
算

22年度 一般会計決算22年度 一般会計決算
22年度

公共下水道事業会計決算
22年度

公共下水道事業会計決算
22年度

水道事業会計決算
22年度

水道事業会計決算

463,626人
199,596世帯

97.7％
52,957,213㎥

163,773㎥
313ℓ

２2年度の主な建設改良事業の実施状況

２2年度の給水状況

市税
774億2千万円
（47.1％）

市債
178億円
（10.8％）

国庫支出金
287億3千万円
（17.5％）

地方交付税
98億円
（6.0％）
県支出金
76億4千万円
（4.7％）
繰越金
50億4千万円
（3.1％）
地方消費税交付金
46億7千万円
（2.8％）

投資的経費
209億1千万円
（13.1％）

人件費
328億6千万円
（20.6％）

扶助費
396億7千万円
（24.8％）

公債費
230億9千万円
（14.5％）

繰出金
108億円
（6.8％）

積立金
33億3千万円
（2.1％）

その他
148億1千万円
（9.2％）

1,597億3千万円

物件費
142億6千万円
（8.9％）

その他
132億1千万円
（8.0％）

国や市からの補助金
3億1千万円
（1.5％）

収入合計
205億7千万円

支出合計
163億6千万円

総　合　収　支　（※）

借入金の返済
（元金・利息）
48億8千万円
（29.8％）

水道施設の
更新・改良の
ための工事費など
32億3千万円
（19.8％）

水道施設の
減価償却費・
資産減耗費
31億8千万円
（19.4％）

人件費
24億5千万円
（15.0％）

水をきれいにして
家庭に届け、
水道料金を収納する
までの費用
26億2千万円
（16.0％）

水道料金
104億2千万円
（50.7％）

前年度からの繰越資金
46億5千万円
（22.6％）

減価償却費などから
なる、実質的に支出に
充てることのできる財源
30億円
（14.6％）

水道使用の加入金、
水道管移設に伴う
工事負担金など
13億6千万円
（6.6％）

水道施設の更新・
改良などに充てる
ための借入金
8億３千万円
（4.0％）

処理区域内人口
処理区域内世帯
普及率
年間処理水量（※1）
年間有収水量（※2）
有収率（※3）

（※1）年間処理水量…処理した汚水の年間の水量
（※2）年間有収水量…年間処理水量のうち使用料徴収の対象とな
　　　った年間の水量
（※3）有収率…処理した汚水のうち、使用料徴収の対象となる有
　　　収水の割合。有収率が高いほど使用料徴収の対象とするこ
　　　とができない地下水や雨水などの不明水が少なく効率的

※総合収支とは、収益的収支（日常の営業活動に伴う収支）と資本的収支（施設の更新、改良など投資にかかる収支）を合わせたものです。

272,325人
118,011世帯

57.7％
39,476,394㎥
31,386,573㎥

79.5％

２2年度の業務状況

国からの補助金
12億2千万円
（6.6％）

収入合計
183億6千万円

支出合計
180億4千万円

翌年度への繰越資金
3億2千万円

総　合　収　支　（※）

借入金の返済
（元金・利息）
77億円
（42.7％）

下水道施設の
減価償却費など
33億8千万円
（18.7％）

下水道施設の
整備・更新などの
ための工事費
30億5千万円
（16.9％）

人件費
6億7千万円
（3.7％）

汚れた水をきれいに
して川や海に流すため
に必要な使用料などを
収納するまでの費用
21億1千万円
（11.7％）

借入金の返済のために
積み立てる基金および
昨年度の会計から引き
継いだ債務
11億3千万円
（6.3％）

下水道使用料
45億5千万円
（24.8％）

一般会計からの繰入金
44億8千万円
（24.4％）

減価償却費などからなる、
実質的に支出に
充てることができる財源
38億6千万円
（21.0％）

借入金の返済のために
積み立てている基金収入
および昨年度の会計から
引き継いだ債権など
8億8千万円
（4.8％）

受益者負担金
1億4千万円
（0.8％）

下水道施設の
整備・更新など
に充てるための借入金
32億3千万円
（17.6％）

1,643億1千万円

歳
入
は
、前
年
度
に
比
べ
て

0.
5
％
の
増

歳
出
は
、前
年
度
に
比
べ
て

0.
8
％
の
増

翌年度への繰越資金
42億1千万円

45億8千万円
形式収支
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〈性質別分類〉

歳出歳入

支出

支出

収入

収入
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務
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経

　

費

そ

の

他

の

経

費



おさる館
（2階）
では

車　種
普通車（軽自動車）

バス
二輪車

400円
1,000円
無料　

1台当たり

駐車料金

さるっこレール

水族館「うみたまご」来館者も利用できます

往復 100円（片道のみでも100円）

お問い合わせ  観光課 ☎537-5626  高崎山自然動物園 ☎532-5010

※天候などにより、時間や内容などが
　変更になる場合があります。

さるっこレールと駐車場は有料です

おサルさんと写真を撮ろう
午前9時30分～10時30分、午後3時30分～4時30分

高崎山新キャラクター

おもちゃで遊ぼう
午前10時30分～正午

園内
では

懐かしい昭和のお茶の間を再現中！
〈12月18日㈰まで〉

出張・豊後高田「昭和の町」

「　　　　」

うみたまごペリカンウオーク、
ベロタクシー（1回300円）、県産牛乳の試飲会

きっずクラフト工房
紙に塗り絵をしてお面
を作ろう！
午前11時～午後4時

ウキウキマリンコンサート
県内のミュージシャンによる
歌・演奏
午前11時20分～午後5時

マジックバルーンパフォーマンス
「たかもん」の大きなバルーンオブジェが登場。
パフォーマンスもあるよ！

バルーンアート教室
風船で動物やお花を作ろう！

芝生広場
では

タッキー＆ミルキーも
待っちょんで～！

ニホンザル鳴き声選手権大会
午後1時30分～2時30分

ミッションゲーム
園内に潜むクイズを探して、なぞを解け！
午前8時30分～午後5時

○×クイズ
午後0時30分～1時、午後3時～3時30分

とり天、とり天うどん、とり天カレー、とりめし、大分やきそば など
おおいたグルメ屋台おいしいものい～っぱい！！

ほかにも催しがたくさん！！

うみたまご
ペリカンウオーク

ベロタクシー 大分やきそば

大
分
駅
前
発
〜
今
市
の
石
畳
〜
里
の

駅
〜
矢
貫
の
石
橋
・
赤
坂
の
石
畳
〜
昼

食（
旬
の
郷
土
料
理
）〜
野
津
原
神
社

〜
法
心
寺〈
鶴
崎
〉〜
大
分
駅
前
着

大
分
駅
前
発
〜
道
の
駅
さ
が
の
せ
き
〜

佐
賀
関
街
歩
き
〜
昼
食（
関
の
海
鮮
も

の
）〜
若
林
水
軍
跡
め
ぐ
り〈
一
尺
屋
〉

〜
つ
く
み
イ
ル
カ
島〈
津
久
見
〉〜
大
分

駅
前
着

往
復
は
が
き
に
、代
表
者
の
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、参
加
者
の
氏
名
、希
望
コ
ー

ス
を
記
入
し
、11
月
22
日
㈫〈
必
着
〉ま
で

に
市
観
光
協
会（
〒
8
7
0-

8
5
0
4

荷
揚
町
2
番
31
号
）へ
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

各
コ
ー
ス
40
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

A
コ
ー
ス 

1
、5
5
0
円

B
コ
ー
ス 

2
、5
0
0
円

11
月
29
日
㈫

（
午
前
8
時
３０
分
〜
午
後
5
時
）

午
前
8
時
30
分
大
分
駅
前
出
発

参加者募集

小
雨
決
行

お
問
い
合
わ
せ

市
観
光
協
会  

☎
5
3
7
・
5
7
6
4

（
　
　
　
　
）

昼
食・バ
ス

代
含
む

定
　
員

参
加
料

申
込
み 加

藤
清
正
公
ゆ
か
り
の

肥
後
街
道
を
め
ぐ
る

豊
予
海
峡
を
臨
み

佐
賀
関
・
イ
ル
カ
島
を
行
く

AコースBコース
新観光
ルート
めぐり

お
問
い
合
わ
せ

大
野
川
合
戦
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局（
大
南
支
所
内
）

☎
5
9
7
・
1
0
0
0

〈
小
雨
決
行
〉

天面山登り口道路沿いP

P

よいや
かがり火
会場

天
面
陣
会
場

ふれあい
広場

至鶴崎

中判田駅

至犬飼

竹
中
公
民
館 ト

ン
ネ
ル

天面山

至吉野

至大分

大
　
野
　
川

戸
次
本
町

帆足本家
酒造蔵

P

合戦まつり会場
大南大橋

白滝橋

国道10号

P

米良
バイパス

大
南

市
民
セ
ン
タ
ー

至犬飼

合戦まつり
駐車場進入路
合戦まつり
駐車場進入路

白滝橋
白滝橋

　
天
正
14（
1
5
8
6
）年
、大
友
・
四
国
連
合
軍
が

島
津
軍
と
戦
っ
た「
戸
次
川
の
合
戦
」の

舞
台
と
な
っ
た
大
野
川
。

　
こ
の
古
戦
場
を
会
場
に
、武
者
行
列
を
は
じ
め

合
戦
絵
巻
、流
鏑
馬
、郷
土
芸
能
の
上
演
や

郷
土
料
理
・
農
作
物
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、大
友
一
族（
柴
田
氏
）の

居
城
天
面
山
で「
天
面
陣
」が
、

町
並
み
保
存
が
進
む
戸
次
本
町
で

「
よ
い
や
か
が
り
火
」が
行
わ
れ
ま
す
。

て
ん
め
ん
ざ
ん

や
ぶ
さ
め
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11
月
12
日

13
日

土

日

12日

い
に
し
え
よ
り
語
り
継
が
れ
た

戦
い
が
今
よ
み
が
え
る
。

土12日

11
月
12
日

13
日

10時～ 開会セレモニー
大南市場開店
上戸次小子ども神楽クラブ
相撲甚句
吉野臥龍梅太鼓ジュニア
もちまき

正午～

 1 時～

弓道演武
豊後大友宗麟鉄砲隊演武
和尚さんと歌いましょう
合戦よさこい

2時～

3時～
4時～
5時～
6時～

7時～
8時～

流鏑馬
和尚さんと踊りましょう
合戦よさこい
合戦絵巻出陣式
合戦太鼓、吉野臥龍梅太鼓
大野川合戦絵巻
秋の合戦花火、お楽しみ抽せん会

子ども合戦チャンバラ
騎馬武者早駆け
子ども武者行列、武者行列参上

が  りゅう ばい

とう　ろう

の　だて

10時～ 第28回天面山祭り
神楽大会・もちつき大会
絶叫大会・出店 など

※イベントや開始時間などが変更になる場合があります。

4時～

5時30分～
6時～7時30分

野点
抹茶やお菓子を味わいながら
秋の夕べを楽しむ
竹灯籠点火式
ジャズコンサート

合戦まつり会場（大南大橋周辺）

12日 日13日
天面陣会場（天面山） よいやかがり火会場（帆足本家酒造蔵）

戸次の町並みと大野川合戦まつりウォーク当日
受付

11月12日㈯　午前8時30分～午後4時まで日　時 JR中判田駅集　合
その他 受付時間内（午前8時30分～11時）にJR中判田駅にお越しください。

江戸末期に水陸の交通の要衝であった「戸次本町」を散策しながら、周辺の文
化財を巡り、最後は合戦まつり会場へ向かいます。

無料

午
前

午
後

午
前

午
後

午
後

み～んなで来てっちゃ！高崎山

１１月19日㈯は

午前8時30分～午後5時



大分市まちづくり自治基本条例 検索お問い合わせ　企画課　☎537-5603

「
大
分
市
ま
ち
づ
く
り

自
治
基
本
条
例
」の

素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

「大分市まちづくり自治基本条例」の素案についての意見を募集します
市民意見交換会を開催します パブリックコメント

11月
11月
11月
11月
11月
11月
11月
11月
11月

5日㈯
7日㈪
8日㈫
10日㈭
11日㈮
12日㈯
15日㈫
17日㈭
19日㈯

午後  2時
午後  7時
午後  7時
午後  7時
午後  7時
午前10時
午後  7時
午後  7時
午後  2時

稙田市民行政センター
明治明野公民館
大南市民センター
坂ノ市市民センター
佐賀関公民館（市民センター内）
大分文化会館
大在市民センター
野津原市民センター
鶴崎市民行政センター

開催日時 会　　場

新しいまちづくりのルールを

募集期間

そ の 他

11月1日㈫～30日㈬
資 料 の
閲覧場所

企画課（本庁舎5階）、情報公開室（本庁舎7階）、
各支所、明野出張所、地区公民館、市ホームページ
でご覧になれます。
個々の意見に対する直接の回答はしません。

応募方法 閲覧場所に備え付けの用紙（11月1日㈫から市ホー
ムページでダウンロードも可）に必要事項を記入し、
直接または郵送、ファクス、Eメールで、11月30日㈬
〈消印有効〉までに企画課（〒870-8504　荷揚町
2-31　　534-6182　　kikaku@city.oita.oita.jp）へ。

市民総参加
まちづくりにはすべ
ての市民が参加す
ることができます。

情報の共有
まちづくりに必要な
情報は市民や議会、
市長等（行政）が等
しく共有します。

協働
まちづくりには市民、議会、
市長等（行政）がそれぞ
れの役割を分担し、協力し
て共通の課題解決に取り
組みます。

市民の幸せな暮らしの実現を目指すために、市民がまちづくりの
主役となる市民主権によるまちづくりを行います。

基本理念

基本原則

●安心、安全、快適に過ごすことができる環境
を求めることができます。
●まちづくりに参画することができます。
●子どもは次世代を担う市民として、健やかに
育つ環境を求めることができます。　など

●市長は、市の代表として市政全体の総合調
整を行い、最少経費で最大効果を挙げるた
めに効率的な行政運営に努めます。

●市民の意向などを的確に市政に反映するよ
う努めます。　など

市長等（行政）の基本的役割と責務

市民の権利
●まちづくりへ積極的に参画し、互いの権
利を尊重し、理解し、協力するよう努め
ます。
●子どもが健やかに育つ環境づくりに努
めます。　など

市民の責務

●住民の代表機関、市の意思決定機関と
しての役割を担います。
●市民福祉の向上を図るために市政運営
に関し二元代表制の一翼を担います。
など

議会の基本的役割と責務

議会 市長等
（行政）

「大分市まちづくり自治基本条例」素案のイメージ図

　

市
で
は
、新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー

ル
と
な
る「
大
分
市
ま
ち
づ
く
り
自
治
基

本
条
例
」の
制
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
回
、こ
の
条
例
の
素
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
大
分
市
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条

例
」で
は
、市
民
、議
会
、市
長
等（
行
政
）

が
大
分
市
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
た
り
、進
め
た
り
す
る
と
き
の
理
念

（
考
え
方
）や
仕
組
み
な
ど
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
定
め
ま
す
。

　

素
案
で
は
、市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
と
な
り
、市
民
総
参
加
、情
報
の
共

有
、協
働
の
３
原
則
に
基
づ
き
、市
民
、議

会
、市
長
等（
行
政
）が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
担
い
、市
民
の
幸
せ
な
暮
ら
し
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、市
民
意
見
交
換
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
多
く
の
意
見
を
基

に
、市
民
、議
会
、行
政
の
三
者
で
構
成
す

る
検
討
委
員
会
で
検
討
を
進
め
、
23
年

度
中
の
条
例
制
定
を
目
指
し
ま
す
。

市民
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◎
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
は　

　

お
済
み
で
す
か

　

20
〜
60
歳
未
満
で
、会
社
な
ど
を
退

職
し
た
と
き
は
、国
民
年
金
へ
の
加
入

手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、会
社

員
、公
務
員
な
ど
第
２
号
被
保
険
者
の

被
扶
養
配
偶
者
は
、扶
養
者
が
退
職
し

た
と
き
や
扶
養
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き

も
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
窓
口　

国
民
年
金
室
（
本
庁
舎
１

階
10
番
窓
口
）、各
支
所
、明
野
出
張

所
、本
神
崎
・一
尺
屋
連
絡
所

◎
11
月
は「
年
金
月
間
」で
す

◆
申
請
日
時　

11
月
10
日
㈭
〜
30
日

㈬（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）　

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
そ
の
他　

申
請
書
は
教
育
企
画
課
、

各
小
・
中
学
校
に
備
え
付
け
の「
申
請

要
項
」に
添
付
し
て
い
ま
す（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

◆
提
出
先
・
問　

教
育
企
画
課（
第
２

庁
舎
４
階　

☎
5
３
７・５
９
０
３
）

　

大
分
市
民
い
こ
い
の
家
「
や
す
ら

ぎ
」は
24
年
3
月
31
日
㈯
で
廃
止
し
ま

す
。廃
止
ま
で
の
間
の
宿
泊
な
ど
の
予

約
は
、ご
利
用
日
の
３
か
月
前
か
ら
７

日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
電
話　

や
す
ら
ぎ（
別
府
市
上

人
ヶ
浜
6‐19　

☎
０
９
７
７・６
７・７

６
７
６
）　

問　
福
祉
保
健
課（
☎
５
３
７・５
６
２
３
）

◆
任
期　
12
月
か
ら
計
画
策
定
終
了

ま
で

◆
対
象　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
20

歳
以
上
で
平
日
（
昼
間
）
に
開
催
す

る
会
議
に
出
席
で
き
、
市
の
各
種
委

員
で
な
い
人

◆
定
員　
２
人

◆
選
考
方
法　

書
類
選
考

◆
申
込
み
・
問　

住
所
、氏
名
、生
年
月

日
、電
話
番
号
、職
業
、主
な
職
歴
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
経
験
、応
募

動
機
を
申
込
書（
様
式
自
由
）に
記
入

し
、「
地
域
に
お
け
る
食
育
」を
８
０
０

字
以
内
に
ま
と
め
た
小
論
文
を
添
え

て
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
、11
月
18
日

㈮（
消
印
有
効
）ま
で
に
保
健
所
保
健

　

姉
妹
都
市
オ
ー
ス
チ
ン
市
で
開
催

さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
期
日　

24
年
２
月
17
日
㈮
〜
22
日
㈬

◆
費
用　
23
万
１
、４
０
０
円
（
燃
油

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
等
含
む
）※
別
途
マ
ラ

ソ
ン
登
録
料
、
滞
在
経
費
な
ど
が
必
要

◆
申
込
み
・
問　

国
際
化
推
進
室（
☎

５
３
７・５
７
１
９
）へ
。

◆
日
時　
12
月
３
日
㈯
午
前
10
時
30
分

〜
４
日
㈰
午
後
１
時
30
分（
１
泊
２
日
）

◆
内
容　
手
づ
く
り
楽
器
で
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
、ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

と
ミ
ニ
ツ
リ
ー
工
作
な
ど

◆
対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

◆
定
員　

20
家
族（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料  

１
人
２
、１
６
０
円（
食
事

代
ほ
か
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

電
話
で
、参
加

者
全
員
の
氏
名
、学
校
名
、学
年
、住

所
、電
話
番
号
を
11
月
18
日
㈮
正
午
ま

で
に
う
す
き
少
年
自
然
の
家（
☎
０
９

７
２・６
７・２
２
０
０
）へ
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
総
代
選
挙
を
行

い
ま
す
。

◆
立
候
補　
●
届
出
日
時　

11
月
30

日
㈬
、12
月
１
日
㈭　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時　
●
受
付
場
所　

第

１
区
・
２
区
…
選
挙
管
理
委
員
室（
第

2
庁
舎
6
階
）、第
３
区
…
稙
田
市
民

行
政
セ
ン
タ
ー
、第
４
区
…
由
布
市

挾
間
庁
舎　

◆
投
票　
●
日
時　

12
月
７
日
㈬　

午
前
７
時
〜
午
後
２
時　
●
場
所　

第

１
区
・
２
区
は
金
池
会
館
、第
３
区
・
４

区
は
立
候
補
受
付
場
所
と
同
じ

問　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
☎

5
３
７・５
６
５
２
）

　

12
月
17
日
㈰
か
ら
東
大
道
一
丁

目
、二
丁
目
の
住
居
表
示
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
す
。な
お
、郵
便
番
号
は

〒
８
７
０‐０
８
2
3
の
ま
ま
で
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

市
民
協
働
推
進
課（
☎
５
３
７・

7
2
5
0
）

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域

内
で
下
水
道
へ
の
接
続
状
況
を
確
認

す
る
た
め
、現
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま

◎
事
業
所
税
の
申
告（
納
付
）の
お
願
い

◆
課
税
対
象　

市
内
に
あ
る
事
業
所

や
事
務
所
な
ど
で
、合
計
床
面
積
が

１
、０
０
０
平
方
㍍
を
超
え
る
か
、勤

務
す
る
従
業
者
数
が
１
０
０
人
を
超

え
る
事
業
者（
個
人
・
法
人
）

◆
税
額
の
計
算
方
法　

資
産
割
と
従

業
者
割
を
合
算
し
て
税
額
を
算
出
し

ま
す
。　
●
資
産
割
…
算
定
期
間
末
日

の
事
業
所
な
ど
の
合
計
床
面
積
×
税

率（
１
平
方
㍍
に
つ
き
６
０
０
円
）

●
従
業
者
割
…
算
定
期
間
中
に
支
払

わ
れ
た
給
与
総
額
×
税
率
（
０
・
２

５
％
）

◆
申
告（
納
付
）期
限　
●
法
人
…
事

業
年
度
終
了
の
日
か
ら
２
か
月
以
内

●
個
人
…
翌
年
の
３
月
15
日
ま
で

◆
事
業
所
税
の
軽
減
措
置　

非
課
税
、

課
税
標
準
の
特
例
お
よ
び
減
免
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
11
月
11
日
㈮
〜
17
日
㈭
は

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す

◆
応
募
方
法
・
問　

広
聴
広
報
課
、各

支
所
、明
野
出
張
所
、各
地
区
公
民
館

な
ど
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、11
月
24

日
㈭（
必
着
）ま
で
に
応
募
箱
に
投
か

ん
す
る
か
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー

ル
で
、広
聴
広
報
課（
本
庁
舎
3
階 

☎

５
３
７・
5
7
1
3　
　

５
３
２・
７
８

０
０　
　

ko
ch
o
ko
h
o
2@
city.

o
ita
.o
ita
.jp

）へ
。

総
務
課（
〒
８
７
０‐８
５
０
６　

荷
揚

町
6‐１　

保
健
所
２
階　

☎
５
３
６・

２
２
２
２
）へ
。

す
。身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
市
役
所

職
員
が
訪
問
し
、宅
地
内
の「
公
共
ま

す
」の
接
続
を
確
認
し
ま
す
の
で
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

下
水
道
営
業
課〈
城
崎
分
館
〉

（
☎
５
３
７・５
６
４
１
）

読み聞かせのための本
『くつやのねこ』

八百板洋子／文
ナターリヤ・チャルーシナ／絵

市民図書館（☎538-3500）

いまいあやの／文・絵

『もりのてぶくろ』

市役所　☎534-6111（夜間・休日☎534-6119）
市のホームページ http://www.city.oita.oita.jp/　市報おおいたに掲載している情報をご覧になれます。
携帯アドレス http://www.i-oita.net/oitatop.cgi

国
民
年
金
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・
５
６
１
７
） 

24
年
度
隣
接
校
選
択
制
の

希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

大
分
市
民
い
こ
い
の
家「
や
す
ら
ぎ
」

を
廃
止
し
ま
す

第
２
期
市
食
育
推
進
計
画
策
定
検
討
委
員

〝
ラ
イ
ブ
ス
ト
ロ
ン
グ
〞オ
ー
ス
チ
ン
マ
ラ
ソ
ン

初
瀬
井
路
土
地
改
良
区

総
代
選
挙
を
行
い
ま
す

東
大
道
一
丁
目
、二
丁
目
の
住
居
表
示
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
確
認

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

税
制
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・
７
３
１
４
）

手
づ
く
り
ク
リ
ス
マ
ス
の
夕
べ
参
加
者

大
分
市
10
大
ニ
ュ
ー
ス
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て
ん
り
ょ
う

市民無料招待！

月～金曜日　午前9時30分～
　　　　　　午後6時

問男女共同参画推進室（☎537-5724）

一人で悩まず相談してください

配偶者暴力相談支援センター
　　　　　　　　☎544-3900

警察安全相談（県警察本部広報課）
　☎534-9110 ☎537-4107

中央子ども家庭支援センター
　　　　　　　 ☎537-5666
月～金曜日　午前8時30分～
　　　　　　午後6時

土・日曜日　午前10時～午後3時

11月12日㈯～25日㈮は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

配偶者やパートナーからの暴力

女性の人権ホットライン
〈全国共通ナビダイヤル〉
　　　　　☎0570-070-810
月～金曜日　午前8時30分～
　　　　　　午後5時15分

女性の人権問題

配偶者やパートナーからの
暴力、ストーカー被害など

月～金曜日　午前9時～
　　　　　　午後4時30分

県消費生活・男女共同参画プラザ
アイネス　　　　☎534-8874

月～金曜日　午前8時30分～
　　　　　　午後5時15分

大分労働局雇用均等室
　                   ☎532-4025

職場でのセクハラや性別による
差別的取り扱い

NPO法人えばの会
　　　　　　　 ☎532-1080

　配偶者やパートナーからの暴力、セクシュアル・ハラスメント（性
的嫌がらせ）、ストーカー行為、性犯罪などは女性の人権を侵害する
もので、許されるものではありません。このような問題でお悩みの
ときは、ぜひご相談ください。 11月14日㈪～20日㈰の

全国一斉「女性の人権ホット
ライン」強化週間中は…
月～金曜日　午前8時30分～
　　　　　　午後7時
土・日曜日　午前10時～午後5時

市教育指導課 　☎537-5648
月～金曜日　午前8時30分～
　　　　　　午後5時15分

県人権・同和教育課
　　　　　　　 ☎534-4366
月～金曜日　午前9時～午後5時

スクール・セクハラ

10月31日㈪～11月4日㈮〈3日
㈭は除く〉のスクール・セクハラ
特別週間中は…午前9時～午後9時

問文化国際課（☎537-5663）

県立総合体育館
50組100人（ペアチケッ
ト）※多数時は抽せん
自由席
往復はがき（1人1枚）に、
申込者2人の住所、氏名、
電話番号を記入し、11月
18日㈮〈消印有効〉までに
㈱大分スポーツプロジェ
クト「大分市招待事業」係
（〒870-0846　花園11-7
喜和屋ビル1階）へ。

バサジィ大分のホームゲームに

★対象の試合★　
12月4日㈰ 午後1時～
エスポラーダ北海道VS

◆場　所
◆招待者数

◆招待席
◆申込み

バサジィ大分を応援しよう！
市民無料招待！市民無料招待！

ⒸPhoto by Vasagey Oita

月～金曜日　午前9時～午後9時   
土・日・祝日　 午後1時～9時
※来所相談（要予約）　
月～金曜日　午前9時～午後5時

①
市
営
住
宅（
住
宅
課
受
付
分
）

◆
募
集
期
間  

11
月
１
日
㈫
〜
８
日
㈫

②
市
営
住
宅（
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
〈
城
崎
町
一
丁
目
２‐３　

☎
５
３
３
・
１　

　

６
7
4
〉受
付
分
）

◆
会
期　

11
月
15
日
㈫
〜
24
年
１
月

９
日
㈪

◆
テ
ー
マ　

天
領
日
田
の
南
画

◆
主
な
展
示
作
品　

平
野
五
岳「
白

雲
紅
樹
図
」、千
原
夕
田「
陶
家
遺
愛

画
冊
」、貫
名
菘
翁「
山
水
画
巻
」

問  

市
美
術
館（
☎
５
５
４・
５
８
０
０
）

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展（
常
設
展
）の

展
示
室
２
の
作
品
が
変
わ
り
ま
す

家
庭
で
C
o
o
k
i
n
g
！

米
粉
料
理
教
室

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

き
ら
き
ら
ス
ノ
ー
ド
ー
ム

◆
日
時　

12
月
11
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
、午
後
２
時
〜
４
時

30
分

◆
内
容　

焼
く
と
固
ま
る
粘
土
と
光

る
ラ
メ
な
ど
を
使
っ
て
ス
ノ
ー
ド
ー
ム

を
作
り
ま
す
。

◆
対
象　

小
学
生
以
上（
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
定
員　

各
20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

１
、０
０
０
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

電
話
で
、11

月
30
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
に
ア
ー
ト

プ
ラ
ザ（
☎
５
３
８・５
０
０
０
）へ
。

◎
第
14
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

◆
日
時　

11
月
26
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
、午
後
２
時

◆
内
容　

粘
土
は
に
わ
作
り
体
験

◆
定
員　

各
70
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料　

２
１
０
円

◆
申
込
み　

電
話
で
、11
月
７
日
㈪
か

ら
歴
史
資
料
館
へ
。

◎
勾
玉
作
り
教
室（
当
日
受
付
）

◆
日
時　

11
月
23
日
㈬　

午
前
９
時

〜
11
時
、午
後
１
時
〜
３
時

◆
参
加
料　

１
個
２
０
０
円（
材
料
費
）

◆
入
居
者
の
決
定
方
法　

公
開
抽
せ

ん　

①
11
月
29
日
㈫　

午
前
９
時
30

分　

本
庁
舎
８
階　

大
会
議
室　

②

11
月
28
日
㈪　

午
後
１
時
30
分　

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ　

研
修
室

※
募
集
案
内
を
必
ず
ご
覧
の
う
え
、お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
随
時
募
集
）

◆
住
宅
名　
●
ベ
ル
ビ
ュ
賀
来（
賀
来
南
）

●
リ
バ
ー
サ
イ
ド
新
界（
大
字
廻
栖
野
）

●
古
宮
団
地（
大
字
佐
賀
関
）※
空
室

状
況
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

住
宅
課（
☎
５
３
７・５
９
７
７
）

11月1日㈫～7日㈪は「文化財保護強調週間」です。 10月1日から大分市暴力団排除条例が施行されました。
暴力団を利用しない　暴力団に協力しない　暴力団と交際しない
を実践しましょう！

問文化財課（☎537-5639）
問生活安全推進室（☎537-5９９７）

11月1日㈫は計量記念日です。
11月は計量強調月間として、1日計量パトロールなどを行います。
問商工労政課（☎537-5625）

問商工労政課（☎537-5964）  
11月は「職業能力開発促進月間」です。

◆
資
料
の
閲
覧
場
所　

生
活
安
全
推

進
室
、情
報
公
開
室
、各
支
所
、明
野

出
張
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

◆
そ
の
他　

個
々
の
意
見
に
対
す
る

直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法
・
問　

閲
覧
場
所
に
備
え

付
け
の
用
紙
（
11
月
１
日
㈫
か
ら
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、直
接
ま

た
は
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
で
、

11
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬（
消
印
有
効
）

に
生
活
安
全
推
進
室
（
本
庁
舎
２
階

☎
５
３
７・５
９
９
７　
　
５
３
６・４
６

０
５　

seikatu
an
zen
@
city.

oita.oita.jp

）へ
。

◆
資
料
の
閲
覧
場
所　

教
育
企
画
課
、

情
報
公
開
室
、各
支
所
、明
野
出
張

所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

◆
そ
の
他　

個
々
の
意
見
に
対
す
る

直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法
・
問　

閲
覧
場
所
に
備

え
付
け
の
用
紙（
11
月
14
日
㈪
か
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、直

接
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー

ル
で
、11
月
14
日
㈪
〜
12
月
14
日
㈬

（
消
印
有
効
）に
教
育
企
画
課（
第
２

庁
舎
４
階　

☎
５
３
７・
５
９
０
３　

　

５
３
２・
７
２
０
７　
　

k
y
o
ik
u

kikaku@
city.oita.oita.jp

）へ
。

◆
月
日　
11
月
30
日
㈬
、24
年
２
月
８

日
㈬（
全
２
回
）

◆
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

◆
場
所　
市
公
設
地
方
卸
売
市
場　

調
理
実
習
室

◆
内
容　
米
粉
を
使
っ
て
、米
粉
揚
げ

ピ
ザ
、米
粉
ブ
ラ
マ
ン
ジ
ェ
な
ど
を

作
っ
た
後
、試
食
し
ま
す
。

◆
対
象　
市
内
居
住
者
で
、２
回
と
も

参
加
で
き
る
人

◆
定
員　
20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
申
込
み　

往
復
は
が
き
に
全
参
加

者（
１
組
に
つ
き
２
人
ま
で
応
募
可
）

の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

記
入
し
、11
月
11
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
ラ
イ
ス
ア
ル
バ
㈱
野
津
原
工
場

（
〒
８
７
０‐１
２
０
３　

大
字
野
津
原

５
３
７‐１
）へ
。

問　
産
業
振
興
課（
☎
５
３
７・７
０
2
5
）

◎
写
真
を
生
か
し
た
は
が
き
作
り

　
（
ワ
ー
ド
初
級
編
）

◆
月
日　

12
月
７
日
㈬
・８
日
㈭

◆
内
容　

デ
ザ
イ
ン
文
字
や
写
真
・
イ

ラ
ス
ト
を
取
り
入
れ
た
は
が
き
を
作
成

◎
エ
ク
セ
ル
で
健
康
管
理

◆
月
日　

12
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮

◆
内
容　
血
圧
や
体
重
な
ど
の
変
化

を
表
や
グ
ラ
フ
に
し
、表
計
算
ソ
フ
ト

の
基
本
操
作
を
学
習

☆
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

☆
対
象　

パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力
の

で
き
る
人

☆
定
員　

各
30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

☆
受
講
料　

各
６
０
０
円

☆
以
前
、同
じ
教
室
を
受
講
し
た
人
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

☆
申
込
み
・
問　

往
復
は
が
き（
１
教

室
に
つ
き
１
人
１
枚
）に
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、教
室
名
を
記
入
し
、

11
月
15
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
情
報
学

習
セ
ン
タ
ー（
〒
８
７
０‐０
８
５
１　

大
石
町
一
丁
目
３
組
）へ
。

上
級
救
命
講
習

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

上
田
町
53

大
石
町
54

東
浜
60
・
62

羽
田
H6

下
郡
H6

中
の
瀬
H8
・
H10
・
H13

中
の
瀬
H10

寺
畑
55

下
徳
丸
H7

猪
野
H8

北
55

村
田
H5

里
中
62
住
改

坂
ノ
市
H2

秋
の
江
第
二
57

国
分
H4

大
園
55

荒
内
63
住
改

小
屋
鶴

1121231111212111111
単
身
可

単
身
可

単
身
可

単
身
可

単
身
可

単
身
可

大分鶴崎・大在・坂ノ市・佐賀関

募集
戸数

地区稙田・大南・野津原

住
宅
名

備
考

裏
川
53

裏
川
53

東
明
野
63
・
H2

東
明
野
H2

明
磧
H3

畑
中
56

畑
中
第
二
H1

小
池
原
49
・
50

明
治
北
57
〜
60

敷
戸
48
〜
51

寒
田
51

小
原
62

113111246521
身
障
世
帯
向

高
齢
者
同
居
世
帯
向

身
障
世
帯
向

単
身
可

単
身
可

単
身
可

大分

募集
戸数

地区稙田 鶴崎

住
宅
名

備
考

第
９
次
市
交
通
安
全
計
画
に
つ
い
て
の
意
見

福
田
平
八
郎
賞
、朝
倉
文
夫
賞

小
・
中
、特
別
支
援
学
校
図
画
・
彫
塑
展

市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
第
2
期

基
本
計
画
に
つ
い
て
の
意
見

い
き
い
き
健
康
大
分
市
民
21
推
進
大
会

〜
そ
の
悩
み
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を
〜

◆
日
時　

11
月
24
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時（
受
付
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

は
午
後
０
時
30
分
〜
）

◆
場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
1
階　

文
化
ホ
ー
ル

◆
内
容　
●
講
演　

心
ゆ
た
か
に
生

き
る　

講
師
…
林
覚
乗
氏（
南
蔵
院

住
職
）　
●
健
康
づ
く
り
標
語
、健
康

づ
く
り
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰　
●
体
験
発

表
な
ど

問　

保
健
所
健
康
課
（
☎
５
３
６・
２

５
１
６
）

11
月
14
日
㈪
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー
で
す

◎
世
界
糖
尿
病
デ
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◆
日
時　

11
月
13
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

◆
場
所　

ジ
ャ
ス
コ
パ
ー
ク
プ
レ
イ
ス

大
分
店

◆
内
容　

血
糖・血
圧
測
定
、健
康
相
談

◎
世
界
糖
尿
病
デ
ー
記
念
講
演
会

◆
日
時　

11
月
20
日
㈰　
午
後
１
時

〜
３
時
20
分

◆
場
所　

県
医
師
会
館（
大
字
駄
原
）

◆
内
容　
●
演
題　
「
気
に
し
て
ま
す

か　

あ
な
た
の
腎
臓
」　
●
講
師　

葛

城
功
氏（
大
分
大
学
医
学
部
附
属
病

院
医
師
）　
●
演
題　
「
ー
認
知
症
と

糖
尿
病
ー
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
予
防

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」　
●
講
師
…

吉
岩
あ
お
い
氏（
大
分
大
学
医
学
部

附
属
病
院
医
師
）

問　

保
健
所
健
康
課（
☎
５
３
６
・
２

５
１
６
）

　

市
内
の
小
・
中
学
校
、特
別
支
援
学

校
の
児
童
生
徒
が
制
作
し
、入
賞
作

品
に
選
ば
れ
た
図
画
４
７
０
点
、彫
塑

３
３
４
点
を
展
示
し
ま
す
。

◆
期
間　

11
月
10
日
㈭
〜
17
日
㈭

（
14
日
㈪
は
休
館
日
）

な
つ
か
し
の
映
画
上
映
会

◆
月
日　

11
月
17
日
㈭

◆
場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
１
階　

文
化
ホ
ー
ル

◆
上
映
時
間
・
内
容　
●
午
後
１
時
30

分
〜「
暁
の
脱
走
」（
出
演
…
池
部
良
、

山
口
淑
子
）　
●
午
後
３
時
40
分
〜

「
悪
名
」（
出
演
…
勝
新
太
郎
、中
村

玉
緒
）　
●
午
後
６
時
30
分
〜
「
隠
し

砦
の
三
悪
人
」（
出
演
…
三
船
敏
郎
、

上
原
美
佐
）

◆
料
金　

５
０
０
円（
３
本
観
覧
可
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
１
階

受
付
で
販
売

問　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル（
☎
５
３
８・３

７
０
０
）

◆
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
10
日
㈭
は
午
後
３
時
30
分
か
ら
、17

日
㈭
は
正
午
ま
で
）

◆
場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

問　

教
育
指
導
課（
☎
５
３
７
・
５
６

４
８
）

◆
日
時　

12
月
７
日
㈬  

午
前
９
時
〜

午
後
５
時（
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
）

◆
場
所　

消
防
局（
舞
鶴
町
一
丁
目
）

◆
内
容　
心
肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用
方
法
、

傷
病
者
管
理
法
、傷
病
者
搬
送
法
な
ど

◆
定
員　

60
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
問　

電
話
で
、11
月
７
日

㈪
か
ら
消
防
局
警
防
課（
☎
５
３
２・

２
１
９
９
）へ
。

魚
料
理
教
室
〜
秋
サ
バ
づ
く
し
〜

◆
日
時　

11
月
20
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

◆
定
員　

20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

※
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
申

し
込
み

◆
参
加
料　

１
人
１
、０
０
０
円

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

は
が
き
に
団

体
名
、参
加
人
数
、代
表
者
名
、代
表
者

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
の
各
種
教
室

（
☎
５
４
５・
８
６
１
６
）

歴
史
資
料
館
の
講
座
・
教
室

（
☎
５
４
９・
０
８
８
０
）

ま
が
た
ま

住
所
、電
話
番
号
を
記
入
し
、
11
月
11

日
㈮（
必
着
）ま
で
に
市
公
設
地
方
卸

売
市
場
管
理
事
務
所（
〒
８
７
０‐０
０

１
８　

豊
海
三
丁
目
２‐１　

☎
５
３

３・３
１
１
３
）へ
。
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㈯

3
㈭

15
㈫
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㈰
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㈮

5
㈯

11月
3 日
～

N
O

V
EM

B
ER

11
月

バサジィ大分対パルドラール浦安
時間/午後1時～
場所/県立総合体育館

市民観戦DAY
大分トリニータ対
ジェフユナイテッド千葉
時間/午後4時～

場所/大分銀行ドーム
受付/スタジアム東口・西口の市
民招待事業受付テント（午後1時
～）※市民と分かるもの（運転免
許証、健康保険証など）持参
招待席/トリニータシート
 スタジアムクリーン大作戦
時間/午後０時20分～　みんな
でスタジアムをきれいにしよう！
問文化国際課　☎537-5663

市公設地方卸売市場
市民感謝デー！！
時間/午前9時～正午
内容/新鮮な魚介類、水産加工品、
野菜、果物、花などの販売
場所・問市公設地方卸売市場
☎533-3113

佐賀関ふるさとまつり
期間/6日㈰まで
時間/午前9時30分～午後4時
場所/佐賀関市民センター
内容/ふるさと特産品展示即売
コーナー、芸能発表会
問実行委員会　☎575-2000
上野の森アートフェスティバル
期間/6日㈰まで
時間/午前10時～午後4時
場所/市美術館研修室とその周辺
内容/作品展、自宅開放美術館、
ワークショップなど
問事務局（藤原）　☎545-7662
第20回 つるさき文化講演会
時間/午後1時30分～
場所/鶴崎公民館
講師/三笑亭 夢之助
問鶴崎商工青年部  ☎521-1131

月と木星を見よう！
期間/6日㈰まで
時間/午後7時30分～10時
（雨天・曇天時は映像による説明）
参加料/観覧料（大人400円、高校
生200円、中学生以下は無料）
問関崎海星館　☎574-0100

木星と天王星と海王星を見よう！
期間/13日㈰まで
時間・参加料・問は上記3日と同じ

どこでもコンサート
時間/午後6時30分～
場所/大在市民センター
出演/匹田 大智（津軽三味線）
問文化国際課　☎537-5663

無料

無料

ライフパル演奏会
時間/午後5時30分～
演奏/ギター合奏団「ロス・マルテス」
問ライフパル　☎573-3770

無料

16
㈬
ライフパル演奏会
時間/午後3時30分～
演奏/大分リコーダークラブ
問ライフパル　☎573-3770

無料

大分市民無料招待

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　

市
へ
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
東
日
本
大
震
災

義
援
金
の
総
額
は
、９
月
30
日
現
在
で
８
、

６
８
４
万
１
、１
２
５
円
と
な
り
ま
し
た
。温

か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、市
で
は
９
月
30
日
で
義
援
金
の
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
し
た
が
、日
本
赤
十
字

社
の
義
援
金
募
金
箱
を
市
役
所
第
2
庁
舎

2
階
福
祉
保
健
課
、各
支
所
、明
野
出
張
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

大
南
地
区

大
在
地
区

鶴
崎
地
区

坂
ノ
市
地
区

稙
田
地
区

佐
賀
関
地
区

野
津
原
地
区

市
へ

▼
繁
山
和
子

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

▼
荻
本
建
策（
坂
ノ
市
中
央
）▼
大
分

歌
謡
ス
ク
ー
ル

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区　

▼
岡
本
冷
子（
大
道
町
）

▼
吉
良
伊
久
江（
上
野
町
）▼
慶
藤
貴

子（
田
中
町
）▼
黒
木
豊（
高
尾
台
）

▼
佐
藤
孝
三（
青
葉
台
）▼
小
野
秀
鷹

（
古
国
府
）▼
足
立
由
紀
子（
東
浜
）

▼
甲
斐
通
生（
日
岡
）▼
阿
部
清
士（
羽

田
）▼
山
村
雄
次
郎（
羽
田
）▼
佐
藤
智

恵
子（
山
津
町
）▼
小
野
静
雄（
曲
）

▼
工
藤
信
昭（
萩
原
）

　
　
　
　
　

▼
元
杭
和
彦（
松
岡
）

▼
三
浦
隆
彦（
三
佐
）▼
池
永
桂
子（
森

町
）▼
油
布
拓
士（
三
佐
）▼
江
藤
正
信

（
家
島
）▼
安
部
房
子（
鶴
崎
）▼
藤
原

好
勝（
宮
河
内
）

　
　
　
　
　

▼
髙
橋
哲（
城
原
）

　
　
　
　
　
　

▼
宮
﨑
薫
朗（
細
）

▼
内
田
毅（
坂
ノ
市
南
）▼
池　

清（
東

上
野
）▼
江
藤
チ
ヨ
子（
坂
ノ
市
南
）

▼
河
野
博
忠（
木
田
）▼
後
藤
直
美（
市

尾
）▼
實
﨑
節
子（
屋
山
）

　
　
　
　
　

▼
相
馬
一
布（
吉
野
原
）

▼
徳
丸
栄
治（
中
戸
次
）▼
甲
斐
和
則

（
中
戸
次
）▼
後
藤
和
生（
竹
中
）▼
藤

田
芳
香（
下
戸
次
）▼
佐
藤
勝
彦（
判
田

台
北
）▼
野
中
義
光（
中
判
田
）

　
　
　
　
　

▼
甲
斐
美
代
子（
富
士
見

が
丘
東
）▼
丸
田
雅
弘（
富
士
見
が
丘

東
）▼
渡
邉
ひ
と
み（
廻
栖
野
）▼
三
原

政
治（
玉
沢
）▼
渡
辺
ま
り
子（
敷
戸
北

町
）▼
川
上
澄
子（
上
宗
方
）▼
三
重
野

フ
ミ
子（
木
上
）

　
　
　
　
　
　

▼
渡
辺
郁
子（
佐
賀
関
）

▼
浦
辺
一
美（
佐
賀
関
）▼
平
岡
純
一

（
佐
賀
関
）▼
吉
田
正
孝（
志
生
木
）

▼
姫
野
秀
幸（
佐
賀
関
）

　
　
　
　
　
　

▼
宮
本
嘉
信（
入
蔵
）

▼
安
部
福
恵（
野
津
原
）▼
小
野
正
一

（
辻
原
）

　
　
　

▼
徳
丸
恵
美
子（
宇
佐
市
）

▼
佐
藤
哲
朗（
熊
本
市
）

　
　
　

 

以
上
９
月
20
日
受
付
分
ま
で

大分市の面積と人口 【9月末日現在の住民基本台帳人口＋外国人登録人口】

面　積
人　口
男

世帯数
女

206,047世帯
247,146人229,057人

476,203人
501.28㎢

11月16日㈬は県民ノー残業デーです。
問大分労働局監督課（☎536-3212）

問大分労働局賃金室   （☎536-3215）
問大分労働基準監督署（☎535-1511）

大分県最低賃金は、10月20日㈭から1時間647円に変わりました！

①
第
５
回
体
験
工
房

◆
日
時　
11
月
20
日
㈰　

午
前
10
時

〜
正
午

◆
内
容　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
ン
プ
作
り

◆
対
象　
小
学
生
以
上（
小
学
２
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
参
加
料　

２
０
０
円（
材
料
費
）

◆
準
備
物　

彫
刻
刀

②
第
３
回
戦
国
工
房

◆
日
時　

11
月
27
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

◆
内
容　

戦
国
時
代
の
武
将
や
姫
の

香
り
を
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
で
製
作

◆
参
加
料　

１
、０
０
０
円（
材
料
費
）

☆
定
員　

各
30
人（
先
着
順
）

☆
申
込
み
・
問　

電
話
で
、①
は
11
月

３
日
㈭
〜
19
日
㈯
、②
は
11
月
３
日
㈭

〜
26
日
㈯
に
同
館
へ
。

　

標
準
営
業
約
款

制
度（
Ｓ
マ
ー
ク
制

度
）は
、厚
生
労
働

省
の
認
可
制
度
で

す
。
店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
表
示
し
た

理
・
美
容
店
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、一
般

飲
食
店
、め
ん
類
飲
食
店
で
は
、サ
ー

ビ
ス
の
安
心
、安
全
、衛
生
が
保
証
さ

れ
、消
費
者
の
店
舗
選
び
の
大
き
な
目

安
と
な
り
ま
す
。Ｓ
マ
ー
ク
制
度
に

従
っ
て
営
業
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

登
録
の
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

㈶
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ
ー（
☎
５
３
７・４
８
５
８
）

◆
日
時　

11
月
15
日
㈫
・
16
日
㈬
・
18

日
㈮　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時

15
分
、午
後
２
時
〜
３
時
45
分　

◆
場

所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
１
階　

文
化

ホ
ー
ル　

問　

大
分
税
務
署（
☎
５
３

２・４
１
７
１
）

◆
期
間　

24
年
３
月
〜
６
月　

◆
内

容　

ビ
ワ
の
袋
か
け
作
業
お
よ
び
収

穫
作
業
の
体
験　

◆
参
加
料　

木
１

本
ご
と
に
３
、０
０
０
円
〜
１
万
５
、

０
０
０
円（
品
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
）　

◆
貸
出
本
数　

約
50
本（
多
数

時
は
抽
せ
ん
）　

◆
申
込
み
・
問　

は

が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、申
込
み
本
数
を
記
入
し
、12

月
22
日
㈭（
必
着
）ま
で
に
ビ
ワ
栽
培

の
体
験
農
業
代
表　

阿
部
真
澄

（
〒
８
７
０‐０
８
０
２　

田
ノ
浦
５
組

☎
５
３
２・７
８
３
４
）へ
。

11
月
は
標
準
営
業
約
款

普
及
啓
発
月
間
で
す

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
講
座

無
料
人
権
相
談
所

都
市
計
画
公
園
の
変
更
に

関
す
る
説
明
会

ビ
ワ
栽
培
体
験
農
業

介
護
就
職
デ
イ
〜
２
０
１
１
年
秋

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
〜

23
年
分
年
末
調
整
説
明
会

県
立
盲
学
校

視
覚
障
が
い
教
育
相
談

い
き
い
き
健
康
講
座

◆
日
時　

11
月
17
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分

◆
場
所　

大
分
文
化
会
館　

第
１
小

ホ
ー
ル

◆
内
容　
●
演
題「
わ
か
り
や
す
い
眼

の
話
」〜
進
む
治
療
法
と
日
常
で
の
予

防
法
〜　
●
講
師　

矢
野
哲
男
氏（
矢

野
眼
科
院
長
）

◆
そ
の
他　

講
座
終
了
後
、保
健
師
・

栄
養
士
に
よ
る
血
圧
測
定
や
健
康

相
談
、骨
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り

ま
す（
希
望
者
の
み
）。公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
５
３

５・２
０
５
０
）

市
母
子
寡
婦
福
祉
会
後
期
パ
ソ
コ
ン

講
習
会（
表
計
算
２
級
程
度
）

◆
日
時　

12
月
12
日
㈪
〜
24
年
３
月

29
日
㈭
の
原
則
月
・
木
曜
日
（
全
28

回
）　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

◆
場
所　

大
栄
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
院
大

分
校（
金
池
町
）

◆
対
象　

母
子
家
庭
の
母
、寡
婦

◆
定
員　

20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
受
講
料　

無
料（
検
定
試
験
料
は

自
己
負
担
）

◆
そ
の
他　

検
定
試
験
は
、24
年
３
月

31
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午
に
実
施
し

ま
す
。

◆
申
込
み
・
問　

は
が
き
に
住
所
、氏

名
、生
年
月
日
、電
話
番
号
、講
習
会

名
を
記
入
し
、11
月
15
日
㈫（
消
印
有

効
）ま
で
に
子
育
て
支
援
課（
本
庁
舎

☎
５
３
７・５
７
９
６
）へ
。

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

◆
月
日
・
場
所　
●
11
月
30
日
㈬　

大

在
市
民
セ
ン
タ
ー　
●
12
月
２
日
㈮　

野
津
原
市
民
セ
ン
タ
ー

◆
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
内
容　

悪
質
商
法
と
そ
の
対
処
法

●
演
題
「
知
っ
ち
ょ
ん
か
え
ー
こ
げ
ん

悪
質
商
法
に
気
を
つ
け
ち
ょ
く
れ
ー
」

●
講
師
…
渡
部
好
氏（
県
消
費
生
活

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
職
員
）

◆
定
員　

各
50
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
問　

直
接
ま
た
は
電
話

大
友
氏
遺
跡
体
験
学
習
館
の
講
座

（
☎
５
４
４・
５
０
１
１
）

で
、11
月
１
日
㈫
〜
29
日
㈫
に
ラ
イ
フ

パ
ル（
府
内
町
三
丁
目
７‐
39　

☎
５

７
３・３
７
７
０
）へ
。

　

介
護
・
看
護
関
係
職
種
で
の
就
労
を

希
望
す
る
人
の
就
職
促
進
を
図
る
た

め
、面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。　

◆
日

時　

11
月
15
日
㈫　

午
後
１
時（
受

付
は
午
後
０
時
30
分
）　

◆
場
所　

大
分
全
日
空
ホ
テ
ル
オ
ア
シ
ス
タ

ワ
ー　

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
分（
☎

５
３
８・８
６
０
９
）

24
年
版
県
民
手
帳
を

販
売
中

手
話
体
験
講
座

ス
ト
ー
マ
医
療
相
談
会

ご
存
じ
で
す
か
公
証
制
度

第
７
回
別
府
・
大
分
か
ぼ
す

ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

◆
月
日　

11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰　

◆

集
合
場
所　

田
ノ
浦
ビ
ー
チ　

◆
内

容
・
ス
タ
ー
ト
時
刻（
①
〜
③
は
26
日

㈯
、④
〜
⑦
は
27
日
㈰
）　

①
お
お
い

た
歴
史
の
道
コ
ー
ス（
30
㌔
㍍
）…
午

前
８
時
30
分　

②
紅
葉
と
山
な
み

コ
ー
ス（
20
㌔
㍍
）…
午
前
９
時
30
分 

③
か
ん
た
ん
港
園
・
海
辺
コ
ー
ス（
10

㌔
㍍
）…
午
前
９
時
30
分　

④
別
府
湾

パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス（
30
㌔
㍍
）…
午
前

８
時
30
分　

⑤
地
獄
め
ぐ
り
コ
ー
ス

（
24
㌔
㍍
）…
午
前
９
時
30
分　

⑥
脇

浜
温
泉
コ
ー
ス（
12
㌔
㍍
）…
午
前
９

時
30
分　

⑦
う
み
た
ま
ご
・
高
崎
山

コ
ー
ス（
６
㌔
㍍
）…
午
前
９
時
30
分

◆
参
加
料　

大
人
１
、８
０
０
円
、中

学
生
〜
高
校
生
５
０
０
円
、小
学
生
以

下
は
無
料　

◆
申
込
み
・
問　

申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、参
加
料
を

振
り
込
み
の
う
え
、11
月
17
日
㈭
ま
で

に
実
行
委
員
会
事
務
局（
☎
５
５
２
・

０
８
６
７
）へ
。

◆
日
時　

12
月
６
日
㈫　

午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分　

◆
対
象　

視
覚

障
が
い
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
お

よ
び
そ
の
保
護
者
な
ど　

◆
内
容　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
に
対
す

る
家
庭
で
の
接
し
方
、保
育
、教
育
、

医
療
に
関
す
る
こ
と
な
ど　

◆
申
込

み
・
場
所
・
問　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、11
月
18
日
㈮
ま
で
に
県
立
盲
学

校
（
☎
５
３
２
・
２
６
３
８　
　

５
３

２・２
６
３
６
）へ
。

◆
日
時　

12
月
８
日
㈭
・
15
日
㈭
・
22

日
㈭
、24
年
１
月
５
日
㈭
・
12
日
㈭
・
19

日
㈭
・
26
日
㈭
、２
月
２
日
㈭
・
９
日

㈭
・
14
日
㈫
・
23
日
㈭
・
29
日
㈬（
全
12

回
）　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午　

◆

場
所　

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
（
大
石

町
）　

◆
対
象　

結
婚
や
出
産
・
育
児

な
ど
で
離
職
し
た
女
性
で
、講
座
終
了

後
、仕
事
の
受
注
が
で
き
る
人　

◆
定

員　

10
人（
多
数
時
は
選
考
）　

◆
受

講
料　

３
、０
０
０
円
（
教
材
費
）　

◆
そ
の
他　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス（
１

歳
〜
未
就
学
児
）あ
り　

◆
申
込
み
・

問　

電
話
で
、N
P
O
法
人
パ
ワ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
日
出
事
務
局
（
☎
０
９
７

７・７
５・８
６
３
７
）へ
。

◆
月
日
・
場
所　
●
11
月
10
日
㈭　

稙

田
公
民
館　
●
11
月
22
日
㈫　

大
在

公
民
館　

◆
時
間　

午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

◆
相
談
員　

人
権
擁
護
委

員
、法
務
局
職
員　

◆
相
談
内
容　

金
銭
、相
続
、家
庭
内
の
問
題
、東
日

本
大
震
災
の
被
災
避
難
者
へ
の
風
評

被
害
や
差
別
、い
じ
め
、名
誉
侵
害
、

そ
の
他
の
人
権
問
題　

問　

大
分
地

方
法
務
局（
☎
５
３
２・３
３
６
８
）

◆
大
友
氏
館
跡
歴
史
公
園
の
区
域
変

更　
●
日
時
…
11
月
10
日
㈭
午
後
７

時
〜　
●
場
所
…
大
友
氏
遺
跡
体
験

学
習
館（
大
字
大
分
）　

問　

県
都
市

計
画
課（
☎
５
０
６・４
６
５
９
）

◆
定
価　
●
大
型
（
縦
14
・
９
㌢
×
横

８・７
㌢
）６
０
０
円  

●
小
型（
縦
12
・

７
㌢
×
横
７・７
㌢
）５
０
０
円  

◆
販

売
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
３
階
総
務

課
、市
役
所
地
下
１
階
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、各
支
所
、明
野
出
張
所
、

県
庁
舎
本
館
１
階
生
協
売
店
、県
統

◆
日
時　

12
月
４
日
㈰
・
11
日
㈰　

午

前
10
時
〜
正
午　

◆
場
所　

県
聴
覚

障
害
者
セ
ン
タ
ー（
大
津
町
一
丁
目
）

◆
コ
ー
ス
・
対
象　
●
お
と
な
コ
ー
ス

（
中
学
生
以
上
）　
●
こ
ど
も
コ
ー
ス

（
小
学
生
）　

◆
定
員　

各
30
人（
先

着
順
）　

◆
申
込
み
・
問　

電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
で
、住
所
、氏

名
、コ
ー
ス
、電
話
番
号
を
12
月
１
日

㈭（
必
着
）ま
で
に
県
聴
覚
障
害
者
協

会
（
☎
５
５
１
・
２
１
５
２　
　

５
５

６・０
５
５
６　
　

info@
toyonok

uni.jp

）へ
。

◆
日
時　

11
月
19
日
㈯　

午
後
１
時

〜
４
時　

◆
場
所　

ア
ル
メ
イ
ダ
病

院（
大
字
宮
崎
）　

◆
内
容　

ス
ト
ー

マ
に
関
す
る
医
療
相
談
・
栄
養
指
導
と

ス
ト
ー
マ
装
具
の
展
示　

問　

日
本

オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
大
分
県
支
部
事
務

局　

宮
﨑（
☎
５
４
２・５
９
５
３
）

　

法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
公
証

人
は
、各
種
契
約
や
遺
言
な
ど
に
関

す
る
公
正
証
書
を
作
成
し
て
い
ま

す
。公
正
証
書
は
裁
判
な
ど
の
証
拠

と
な
り
、後
日
の
紛
争
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。公
証
人
役
場
で

は
、無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問　

大
分
公
証
人
合
同
役
場
（
☎
５

３
５・０
８
８
８
）

計
協
会（
県
統
計
調
査
課
内
）　

◆
販

売
期
間　

市
役
所
総
務
課
、各
支
所
、

明
野
出
張
所
は
24
年
１
月
下
旬
ま
で

で
す
。　

問　

県
統
計
協
会（
☎
５
０

６・２
４
６
１
）

市
外



こうべを垂らした稲穂が広がる田園風景。収穫のときを迎え、稲刈り機を操作するご主人の後に続き、
かまを使って刈り残った稲を集める奥さん。言葉を交わさずとも手際よく作業を続ける二人に、長年
連れ添った夫婦のあうんの呼吸を感じました。

表紙の
言葉

こ
の
市
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
報
お
お
い
た　

11
月
1
日
号
（
毎
月
1
日
・
15
日
発
行
）　

  

企
画
・
発
行　

大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課
（
〒
８
７
０
ー
８
５
０
４  

荷
揚
町
２
番
31
号　

代
表
☎
５
３
４
ー
６
１
１
１
）

　9月26日、東京で、20歳代から30歳
代の大分市出身者約20人との「おでか
け市長室」を開催しました。大分市への
熱い思いと外から見た感想について忌
憚のない発言が次々と飛び出す、実に
活気あふれる会となりました。
　「東京では大分市の存在感が薄い。
もっとアピールするためのツールを見
いだすことが必要！」「大分市は食材の
宝庫。東京にとり天やだんご汁など、大
分の産品を出してくれる店を発掘する
ことも大切ではないか」など、大分市の
情報発信に自分たちも一役買っていき
たいとの力強い発言も飛び出し、予定
時間を大幅に上回る、熱心な意見交換
が行われました。

　その後、懇親の場では、郷土を同じく
する者同士の語らいが夜の更けるまで
続けられました。
　最後に「大分市万歳」で納めをしまし
たが、本市を愛する若者たちの熱意に
触れ、私自身、感動を覚えました。

こんにちは市長室ですこんにちは市長室です
　市ホームページは新鮮情報満載です。このコーナーは、市ホームページ
で市政について市長の日々の思いをつづる「こんにちは市長室です」の
「市長の日記」からお届けします。「市政の今」を感じてください。

vol.80

在京大分市出身者との「おでかけ市長室」

大分市テレビ広報大分市テレビ広報

番組キャラクター「フレッキー」

TOSテレビ大分毎週土曜日
午後5時15分～5時30分

※放送時間帯は各局の番組案内をご覧ください。

※都合により、番組内容は変更になることがあります。

大分市内のケ－ブルテレビ局でも
放送しています。
OCT大分ケーブルテレコム
（日・月・火・水）
OCN大分ケーブルネットワーク
（日・月・火・水）
STV佐賀関テレビ
（火・水・木）

番組案内

11月12日㈯

11月 5日㈯

ふるさと

たん

き

大分市誕生100年

100年を 活かして拓く
ゆめ・みらい

23年4月1日に旧大分市市制施行100周年を
迎えた大分市。その100年の歴史を振り返り、
当時の主な出来事をシリーズで紹介します。

第7回大分市百歳

　戦後から約１０年。大分の交通は新しい局
面を迎えました。
　まず、空路では、１９５７（昭和３２）年３月に、現
在の大洲総合運動公園に大分空港が開港。
　この頃の庶民にとって飛行機旅行はまだま
だ高嶺の花で、年間利用者も１万５０００人ほ
ど。その後、１９６１（昭和３６）年には大阪便だ
けで２万人を超え、さらに高度成長期を背景に
利用者も増え続けましたが、大型旅客機による
大量輸送に応えるため、１９７１（昭和４６）年１０
月に現在の国東市に移転したのです。
　また、陸路では、大分駅が１９５８（昭和３３）
年４月に新しい姿で登場。大分市が施行され
た１９１１（明治４４）年４月の７カ月後の11月に
開業した大分駅は、乗降客の増加で手狭にな
り現在の駅舎に改築されました。
　駅前にはロータリーと広場が造られ、当時、全
国でも数少なかった広場は、朝倉文夫作の青
年像とフェニックスの緑が調和していました。
　大分市とともに、１００周年を迎えた大分駅。
今まさに１００年に一度といわれる大分駅周辺
総合整備事業により、再び大分の新しい顔とし
て生まれ変わろうとしています。

新しい「空」と「陸」の玄関

▲大分駅上空から市街地を望む（昭和32年版市勢要覧から）
　 昭和３３年に改築された現在の駅舎。平成２４年３月完成予定の駅高架化に伴い、新しい
　駅ビルの建設が計画されています。

▲大洲総合運動公園にあった頃の大分空港（昭和32年版市勢要覧から）
　 海軍航空隊の飛行場を生かして設置され、開港当時は大阪・岩国・福
　岡・宮崎に飛行機が飛んでいました。

先人が遺した文化財
～おおいたの石橋～

市政トピックス

たか ね
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